
女性データ800件フリー検索！＆主婦の生声ネット座談会公開中！

Woman’s Real Voice
女 ゴ コ ロ と 消 費 が わ か るＭｏｎｔｈｌｙ

くらしＨＯＷ 検索

01     Woman’s Voice

03   Group Eyes02   HOW’s View

株式会社

http://ｗｗｗ.ｋｕｒａｓｈｉｈｏｗ.ｃｏ.ｊｐ

ＴＥＬ03-5216-9420

くらしＨＯＷ 検索

0

10

20

30

40

50

60

0

10

20

30

40

50

60

の発信について勉強すべきと改めて感

 

じたという声が多く聞かれた。

（植田奈保子／リビングくらしＨＯＷ研究

 

所 所長）

10月にＵＰした最新データ
主婦のスマートフォン／通信販売の利用

 

ほか

11月号 2011.11.04

親の老後、自分の老後を考える～vol.２～

 

離れて暮らす親とのコミュニケーションに課題あり

ごい｡永藪は「500万円から1000万円の

 

世帯年収層が全国平均より多いのは全

 

国主要都市圏で配布しているリビング

 

新聞を核にした組織だからでしょう｡

 

アンケートなどのフリーアンサーの書

 

き込み具合も素晴らしく、広告主や調

 

査会社に大変驚かれています」。まさ

 

に地域と暮らしの情報通集団。是非と

 

も一度、その伝播力を試してほしい。

 

（

 

岸野順子／リビング新聞グループ

コーポレートコミュニケーション室室長 ）

11月1日、リビングプロシードは女

 

性組織「リビング・パートナー」を全

 

面リニューアル。「太陽光発電、オー

 

ル電化の導入・意向などのエコ関連か

 

ら、よく利用する通販・コンビニ、趣

 

味やブログの有無に至るまで、28項目

 

を追加登録。80もの属性項目でデータ

 

ベースを再構築しました。そこから見

 

えてきたのはこちらもびっくりの“生

 

活感性”豊かな都市型ミセスたちなん

 

です」と担当するＬＰコミュニケーシ

 

ョン部

 

永藪太一郎。

4人家族で小学生の子どもがあり、

 

一戸建ての住宅に住む。エコに関心が

 

あり、通販好き、犬を飼育。料理グル

 

メ・コスメ・健康食品・子育て・教育

 

に関心が高く、観劇好き。こんな女性

 

たち2万5841人が当グループからのデ

 

ータ収集、サンプリング、モニターな

 

どの各種プロモーション要請に積極的

 

に応えたいと登録しているのだからす

「リビング・パートナー」リニューアル
“生活感性”豊かな都市型女性を登録

飲料メーカーの試飲

 

の様子。自宅で友達

 

とおしゃべりしながら

 

意見交換。こんな楽し

 

いシーンは商品の好

 

印象につながるはず
WEBサイト

 

http://www.lps.co.jp/

くらしＨＯＷでは、東日本大震災直

 

後から３ヶ月間に渡ってミセスの行動

 

と意識変化の調査を重ねたものを電子

 

ＢＯＯＫにまとめ、９月にＡｐｐスト

 

ア等で無料公開した｡また先月には､サ

 

ンケイリビング新聞社兵庫営業本部の

 

｢兵庫ＬＯＣＯパワーアップ研究会｣で

 

首都圏ミセスの震災行動と意識変化を

 

神戸ミセスと比較しながら報告した｡

神戸ミセスに顕著だったのは、防災

 

の考え方の違い。3･11以前から防災対

 

策でしていたことを聞くと､特に神戸

 

ミセスで高いのが｢電池等の備蓄」｢地

 

震保険の加入｣「防災マップの確認」｡

 

首都圏等ほかは「水や食料品の備蓄」

 

や「非常用持ち出し袋の用意」が圧倒

 

的に多い。これは、阪神大震災を経験

 

して、避難所等地域や行政に頼れる部

 

分と個人で備えなければならない部分

 

を見極めたためと思われる。参加して

 

いた兵庫の行政マンからも、災害情報

阪神大震災の経験を生かして・・・
神戸ミセスは備えが違う!?

Ｒｅａｌ
Ｖｏｉｃｅ

※2011.9/8～11調査。全国の既婚女性821人回答

詳細はくらしＨＯＷへ問い合わせを

「親の老後、自分の老後」シリーズ調

 

査第２回は、親と離れて暮らしている人

 

のコミュニケーションの状況を探った。

 

全体の中で親と離れて暮らしている人は

 

９割弱。そのうち半数以上は１～２時間

 

以内の近距離に居住。特に40代、30代と

 

若い世帯ほど自分の親と近距離にいる人

 

が６割以上に上る。

それを踏まえて、訪問、電話、メール

 

の別に頻度を見ると､30代では月に１～２

 

度訪問する人が42.6％､40代以上もだいた

 

い３割近くが月に１～２度訪問している｡

スープの冷めない距離にいて毎日様子

 

を見に行ければいいが、１～２時間の近距

 

離とはいえ日々訪問は無理。だから週１く

 

らいに電話する、これが現在50～60代のミ

 

セスの、親とのコミュニケーションだ。

親の老後支援がグッと具体的になるのは

 

親が一人暮らし（か要介護状態）になったと

 

き。実は親や子の年代には関係なく、既に

 

最中という人か今は何とも言えないという

 

人か、どちらかに二分される。問題は、この

 

「何ともいえない」というモラトリアムな状態

 

が続くほうにある。一人暮らしの元気な親と

 

どういうコミュニケーションをとるか、新しい

 

サービスが待たれる。

 

(植田奈保子）

50代以上で多く、見守りサービスを既に

 

利用しているのは5.5％、利用したいとす

 

る人は15.9％。家事代行サービスも50代

 

以上で10.8％が既に利用、9.3％が利用し

 

たいとしている。ニーズの割りに適切な

 

サービスが知られていないのは見守りサ

 

ービスのほうで、今後の可能性があると

 

言えるだろう。

将来的に同居や転居を考えている人と

 

まだ何ともいえないとする人は半々。親

 

が元気なうちは見通しが立たないのが、

 

現状なのだろう。

電話とメールは年代による差が顕著に

 

表れ、30代では週に１～２度メールをす

 

る人のほうが電話より多いが、40代以上

 

では電話が圧倒的。親世代が60代以下で

 

ないとメール連絡は難しいのだろう。

50代でほぼ毎日電話する人が12.2％、

 

60代以上でほぼ毎日訪問する人が13.2％

 

もいるのは、高齢の親を見守る必要が出

 

てきたからと思われ、50代では月に１～

 

２度以上電話する人が78.1％に上る。

親のために見守りサービスや家事代行

 

サービスを利用しているのは当然ながら

◆自立生活ができなくなったときに入れる病院や施設について。費用、条件と自治体による違い、それら全てを相談できる

 

窓口（50歳／千葉）◆別居介護のあり方（41歳／東京）◆少子化時代のお墓について（39歳／兵庫）◆配偶者の親と同居

 

すべきか自分の親と同居すべきか、スタンダードな考え方が知りたい（43歳／福岡）◆親の友人との付き合い方（46歳／

 

埼玉）◆親の地元で、老人でも利用できる見守りや介護のサービス（53歳／京都）◆ローコストの見守りサービス（50歳

 

／神奈川）◆どのように親に切り出したらよいか（40歳／神奈川）◆本人の希望、一番入手が難しいかも（46歳／静岡）

所長の目

親の老後準備

知りたい情報は

「リビング・パートナー」

 

の新しいロゴマーク

40代（n=396）

30代（n=54）

Ｑ.親のために見守りサービスを利用している？

Ｑ.親のために家事代行サービスを利用している？

Ｑ.親との同居、
近隣への転居を考えている？

Ｑ.＜親と離れて暮らしている人のみ＞どの程度の頻度で親に連絡している？ （数字はすべて％）
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50代（n=206）

60代以上（n=68）
86.2

77.1
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79.6

兵庫県各市の広報や観光等、エリアのブームアッ

 

プを担う行政マン中心の研究会。エリアを「守る」と

 

いう観点で神戸ミセスの防災意識の違いを確認

Appストアほかで公開中。ぜひダ
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http://itunes.apple.com/jp/app/i
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